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安
全
の
た
め
の
注
意
事
項
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再梱包時は必ず冷却運転を行って
ください。
▲          熱防止器が動作し運転できなくなります。

安
全
の
た
め
の
注
意
事
項
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構
造
及
び
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称
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設
置
方
法
及
び
注
意
事
項
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(4本)
(4本)

設
置
方
法
及
び
注
意
事
項



9

運転後、再梱包する時は 必ず冷却運転を行ってください。
過熱防止器が動作し、運転できなくなります。

設
置
方
法
及
び
注
意
事
項
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降

使
用
方
法
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使
用
方
法
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使
用
方
法
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吸
気
調
節
と
風
量
湿
度
調
整
板
の
使
い
方

)

)
全
閉

閉

開

吸　気　調　節　開　度

少ない 　　外気の入れ替え 多い

使わないでくだ
さい

少
な
い

機
内
の
空
気
循
環
量

多
い

■低水分の乾燥用
■ゆっくり乾燥したい

■風を通して一度、湿気
を飛ばしたい
【椎茸・唐辛子など】
乾燥自体は風量調整板
「開」の方が早い

■低水分の乾燥用
■保温用
■経済的な乾燥

■標準の乾燥方法
■経済的な乾燥
■風を当て、早く乾燥
したいもの

風
量
湿
度
調
整
板
開
度
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標
準
的
な
乾
燥
温
度
表
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吸気

気温や温度が高い環境で、品質の劣化しやすい産物(トマト·玉ねギなど)を 乾燥
する場合は、薄くスライスするる同時に乾燥量を減らし、乾燥温度を高くして早
く水気を飛ばすようにしてください。

注意

標
準
的
な
乾
燥
温
度
表

一般的な



18

注意

保
管
管
理

水気を飛
ばす
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電
気
配
線
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日
常
点
検
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熱防止器が動作した。
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M
E
M
O

MEMO
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販売店様記入欄

販売店様名称

販売店様連絡先

お客様記入欄 

お名前　

ご連絡先　

ご購入日

27Ｐ
27Ｐ 27Ｐ

27Ｐ

27Ｐ

27Ｐ
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